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衣装を縫う一連の話（巻一、三二段～巻一、三九段）である
（２）
。ここでは主要人物が揃って登場し、入念に描写さ
れており、展開の中核に縫い物がある。この話の縫製行為では、虐待を受けている姫君の様子だけでなく、救い出す側である道頼が手伝うなど、虐待という要素だけでは説明しきれない描写がある。継母の元にいて虐待される環境下にありながら、それまでの虐待とは違った特徴も持つ部分の縫製行為には、何か別の役割がある ではないだろうか。　
そこで本稿では、救出前、後の縫製行為の描写を考察し、
その上で改めて救出前の縫製行為について、道頼 関与に重点を置いて見ていく。これらのこと ふまえて、縫製行為や、それに対する道頼の関与が作品 中で のような役割を果たし いる か考察していきたい。
二、姫君救出前の縫製行為
　
はじめに、姫君救出前の縫製行為について見ていく。
一、はじめに
　『落窪物語』には、縫製行為に関する描写が随所で見られる。これについては「落窪の君」 （以下「姫君」 ）に対する虐待に関わるものと解するのが一般的で、例えば『新編全集』に
縫物、孤独、衣服、鏡箱、罵倒、物置に監禁、老人典薬助に暴行を依頼といった具合に、 「これでもかこれでもか」と 継母の虐待の実態を詳細に描いていくのである。 （三五五頁）
とある通りである。しかし、確かに初めは継母からの虐待という要素が中心となってい が、姫君による縫製行為は継母の元を離れた後でも描かれている。このこ から、近年の研究では、縫製行為は継母の元を離れた後 姫君を幸福に導き、その立場を高めるための役割も持つということが指摘されてきている
（１）
。
　
特に縫製行為の描写が集中しているのが、蔵人の少将の
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たてまつりたるにこそあれ」 と言へば （巻二、 一段）
といった描写からは、罰を用いて脅そうという姿勢がうかがわれる。また、
・旅にては、縫物やあらむとする。なほ、ありかせそ
めじ。うちはめ 置きたるぞよき（巻一、一一段）
という継母の発言からは、縫物を口実にし、姫君を外出させまいとする考えがうかがわれる。　
縫物について、 『新編全集』では、 「当時、縫物は、上流
女性貴族の嗜みであった 、徐々に嫌われるようになったらしい」 （二〇頁、解説） 、 「こうした風潮に対して 作者は批判しており、姫君が裁縫の名人であることを強調するのもそのため 注三一）と述べてい 「徐々に嫌われるようになった」かどうかは措く しても 縫物に嗜みとされる面と嫌われる面という二面性があったことは確かである（これにつ ては後述する） 。嫌われる手仕事をさせるだけで 虐待は成立しそうであるが、 「裁縫の名人」である姫君にはそ だけでは負担にならず 縫製行為が虐待として成立するために 、先に述べたよ な負荷をかける必要が ったので ない ろうか。　
巻一、九段では、姫君が褒美として衣を獲得する様子が
描かれてい
（３）
。しかし、この時点では継母は決して口
に出しては褒めない。また、蔵人 少将が賞賛した際にも姫君に聞 せるなと言ってい 。ここからは、あくまでい
　
姫君は、巻一の三段に「つくづくと暇のあるままに、物
縫ふことを習ひければ、いとをかしげにひねり縫ひたまひければ」という記述が見られるように、元々縫物の技術が優れていた。そこに目を付けた継母は、何か つけて姫君に縫製行為を強要して虐待を行うようになる。以下、それぞれの場面に即して見ていく。　
まず、縫製行為が虐待として描かれている様子である。
従来、縫製行為による虐待は「縫物の強要」によるものだと考えられてきたが、必ずしも「縫物をすること」そのものが虐待になっているのではない いうことに注意したい。例えば、
・二人の婿の装束、いささかなるひまなく、かきあひ
縫はせたまへば、しばしこそ物いそがしかりしか、夜も寝も寝ず縫はす（巻一、三段）
・まして暇なく（同）・とみにて出でたまふ表の衣縫ひたまふほどにて、
（道頼ヘノ）御返りなし（巻一、一〇段）
という記述からは、姫君の時間を奪うことで虐げようとていることがうかがわれる。また
・ 『わが言はざらむ人のことをだにしたらば ここに
も置いたらじ』 とのたまひし のを （巻一、 九
・ 「これ縫ひたま ずは、下部屋にやりて籠めたてま
つらむ。かやうのことを申さむとて、ここには置き
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とが明らかとなる。その一因としては、やはり縫物をすることが嫌われ、避けられていたからではないだろうか。そのため、姫君一人が中納言邸における縫製行為を一身に担わなければならず、継母か 虐待というかたちで強制されていた である。　
一方、中納言邸にあっても、姫君の縫製行為の腕前はか
なり優れていたことが描かれており、中納言邸の人々からも肯定的な評価を受けているようである（巻一、九段） 。特に継母につい は、姫君に虐待を行い、姫君が思い上がらないように褒めることはしなかったはずであるが、巻二の二段では口に出し 褒めている。注目した のは、こ場面は姫君が中納言邸にいる中でも最後の方の場面だということである。少なくとも継母 こまで一度も口に出して褒めていなかった。　
このことについて、 熊坂恵美子氏が 「女君抜きでは、 『取
り触れん方のおぼえぬまゝに、とみ 手も触れぬ』状態の中納言家であり、女君の存在、つま 、縫 物 腕が不可欠であると実感した った」 〔熊坂二〇〇三〕と述べているように、中納言邸に て 、姫君の存在が不可欠であることが分かる。姫君が中納言邸を去る前の場面で、姫君の必要性を強調しているということに特に注意 おきたい。これは姫君 離 た後 中納言邸の様子の伏線となっている ではないかと考えられる。
いように利用しようという、虐待にも通じている継母の考えが読み取れる。　
次に、中納言邸で姫君が縫い手としてどう評価されてい
るかということを見ていく。　「なくては、大事なり。 《よき吾子たちの使ひ人》と見置きたりつるものを」 （巻一、三〇段） 、 「物縫ひにより命は殺さじ」 （巻一、四五段）という言葉から 継母は姫君のことを都合の良い縫 子としか ないことがわかる。また、周囲の人間も縫物をする姫君のことを軽蔑の目で見ていたようであり、このことから中納言邸にお ては縫物が嫌われている仕事であるということがうかがえる。姫君は継母からの虐待だけでなく、周囲 軽蔑の目を向けられることによっ も、屋敷内で低く扱われ、孤立していた　次に、中納言邸での縫製行為の現状を見ていく。中納言
邸では、縫製行為は避けられ、誰も行って な ことが描かれている。　
草子地では、 「若くめでたき人は、多くかやうのまめわ
ざする人や少なかりけむ」 （巻一、三段）とあり 製行為のような実用的な仕事をする女性が ないことについて訝しむ形で描写されている。その後、 「少将の笛の袋縫はするに、取りふれむかたのおぼえぬままに、とみに手 ふれぬほどに」 （巻二、一段）という描写 、中納言邸には実際に縫製行為を行える人物が姫君以外 いなかったこ
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中納言邸の女房たちから嫌がられているというだけでなく、元々縫製行為がもつ「実用的な仕事」としての肯定的な側面が物語の中でも描かれているということであり、注目すべきである。　
ここの「まめ」は文脈に即して「実用的」という意味に
解されているが、平安時代において、 「まめ」という語は相手に対してまことを尽くす心情があるという人柄を表す形容動詞とし の用例が見られる。上代には確例が無いが、『伊勢物語』では「…心もまめならざりけるほどの家刀自、まめに思はむといふ人につきて、 …」 （第六〇段） 、 「…まめにじちようにて、あだなる心なかりけり。 …」 （第百三段）のような例があり、また、 「まめわざ」と同様、語幹が名詞と接続する「まめ男」 （第二段）のような例 ある。　『落窪物語』内では「まめなり」という形で誠実さを表す用例は見られないが
（５）
、 「まめやかなり」では「君いと
らうたければ、少将の君、なほざ に思ひしを、まめやかに
思ふべし」 （巻一、一八段） 、 「いとよし。
まめやかに
あ
ひ思ひたるぞよき」 （巻二、七段）といった用例がある。これら は「まめ」という言葉がもつ実意・誠意といったニュアンスを読み取るべきではないか。また、姫君のことを表す際に「まめやかなり」が使われてい 用例として「女君の御方を見たまへば、まめやかに とうつくしければ」 （巻一、二一段）が挙げられる。この傍線部について
　
ここまでで分析したことをまとめると、
　　
ａ、姫君ひとりが縫い子として縫製行為の負担を強い
られている。
　　
ｂ、縫製行為を軽蔑し、姫君以外誰も行わないという
中納言邸の人々の様子が描かれている。
　　
ｃ、中納言邸にあっても、姫君の縫製行為の腕前は肯
定的な評価を受け 場合 ある。
ということが分かる。いずれも姫君が中納言邸にいる時点では、継母がいるため虐待という形に収束して姫君を苦しめる要因になってしまうものである。ａ、ｂはこれまで確認してきたように、誰も縫製行為を行おうとしないために姫君一人に虐待として負担が かり、縫い子として蔑視されることにつながっている。ｃは、縫製行為に長けているためにさらに都合の良 縫い子として虐待を受けることにつながっている。しかし 同時にこれらの要素は姫君が中納言邸を離れた後の伏線にもなっ いるのではな か。ａ、ｂは姫君が離 た後、縫い手 おらず苦労する中納言邸の様子に、ｃについては姫君が幸福になることに
（４）
、それ
ぞれつながっていくのであ　
また、中納言邸での縫製行為について「若くめでたき人
は、多くかやうの
まめわざ
する人や少なかりけむ」 （巻一、
三段）という記述が見られること 前述したが、縫製行為を「まめわざ」と表現していることに注目 たい。これは
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中納言邸では、姫君が去った後、縫製行為において苦労
する描写がいくつか見られた。これまでは姫君に押し付けていたため、いざ姫君がいなくなると、誰も縫物をすることが出来ないのである。三の君、四の君も、それぞれの夫の為に装束を仕立てることになるが上手くいかず、夫の心は離れていく、 「夫 衣服の調製は妻たる者の義務 あると同時に、いわゆる『召人』クラスの愛人には手の出せぬ、妻の特権でもあった」 〔岩佐一九九九〕からであ 。　
これらのことをふまえると、姫君一人が中納言邸で縫製
行為を行っていたということが伏線となっていたことがわかる。姫君が屋敷を去ったこと きっかけに、姫君を不遇な目に追いやるものとなっ 縫製行為 、ここで 一転して姫君の価値を高め、継母（ひ ては中納言家）を不利な状況にするものとなっているのである。　
一方、姫君に関しても相変わらず縫製行為の描写は見ら
れるが、その意味が変わってき る。すなわち、評価されるようになっているのである。　
これまでは言われたとおりに自分が仕事をこなしてきた
姫君であ が、連れ出されてからは道頼の母の依頼を受け、自分で仕事を采配して仕立てさせ 描写が見られことに注目したい。
…もとよりよくしたまへりけることなれば、急がせたまふ。 …かくて年かへりて、朔日の御装束、色よりは
は諸注「本当に」 「真実」といった意味に解しているが、確かに連用形で副詞的に用いられた場合にそのような意味が生じることはある しても、 この例の場合、 「うつくし」を強める語としては「いと」がある からも、こ 「まめやかに」は「誠実そうに」といった姫君へ プラスの印象を表す役割をしていると見るべきではないだろうか。　「まめ」は人柄について用いられると「誠実」 「真面目」というような意味になり、物や技量について ると「実用的な」という意味 持つことにな のだろう。 「まめ」のもつこのような語感 踏まえ 考え 、縫製行為を「まめわざ」という語で表現していることも看過できない。 の語が『落窪物語』 おいてこの一例のみであることも考え合わせるべきである。 、縫製行為をまじめに行う姫君の人柄までも響かせているのではないか。とすれば、 「まめわざ」は姫君に対す 肯定的な表現として幸福につながる伏線となっていることになる
（６）
。
三、姫君救出後の縫製行為
　
姫君が中納言邸を離れてからは、当然ながら継母からの
虐待の描写は無くなる。しかし、その後 縫製行為に関する描写は随所で見られ、さらには姫君がいなくなった後の中納言邸でも かれている。それらの描写について注目し、中納言邸と姫君側で分けて考察していく。
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とを考え合わせてみると、この作品には縫製行為について二つの側面が描かれていると捉えることが出来るのではないだろうか。　
まず一つ目は、実用的な仕事として重んじられる側面で
ある。これは、これまでの研究でも述べられてきているように、婿の装束を仕立てたり、家政を取り仕切 といったことから立場がみとめら 、物語の幸福に縫製行為が深く関わっていることからも読み取ることができ 。必要不可欠な仕事であるというの 姫君がいなくなった後にうろたえる中納言邸の様子からも明らかである。　
二つ目は、冒頭のように縫製行為が避けられているとい
う側面であ 。実用的で 必要不可欠であるとはいっ も、物語の中では第二節で確認したよ に誰も縫製行為を行おうとはしておらず、その技術を身につけている人物は姫君以外にいなかった。　
縫製行為自体が持つこの二面性によって、姫君は苦しい
目にも遭い、また幸福へと導かれていくこ にもなる 考えることができるのではないだろうか。
四、縫製行為と道頼
　
第三節では、縫製行為が姫君救出後において姫君を幸福
に導くプラスの役割を果たしていることを確認した でははじめは継母からの虐待に関わるものというマイナスの役
じめて、 いと清らにし出でしたまへれば、 〈いとよし〉と思して、着てあるきたまふ。御母北の方の見たまひて、 「あなうつくし。いとよくしたまふ人にこそものしたまひけれ。内裏の御方などの御大事あらむには聞こえつべかめり。 針目などの、 いと思ふやうにあり」と誉めたまふ。 … （巻二、三〇段）
　
このことに関して、畠山大二郎氏は「道頼の衣装、さら
には道頼一家の婿の衣装調製を総括することは、個人的な関係だけでなく、一族の一員として認められたことを意味する」 〔畠山二〇一四〕と述べており、姫君が道頼の母から道頼の新年の装束を仕立てることを任せられる描写から、「道頼の北の方」として認められたことが読み取れ 。　
また、熊坂氏は、姫君と三の君の結末を対比して「縫い
物ができるから幸福となった女君と、縫い物（夫に衣装を用意）ができなかった三の君。三の君が中宮の御匣殿になったという記述は、この物語の幸福には縫い物がかかわっていることを示唆する」 〔熊坂二〇〇三〕 述べている。　
縫い物が幸福と関わっているこの物語では、第二節で確
認した伏線は、縫製行為を軽んじてきた中納言邸にとっては不利益を被るものになり、虐待を受けながらも縫製行為を行い続けてきた姫君にとっては幸福へ導く鍵になっていたことが明らかとな 。　
このことと、物語冒頭で縫製行為が避けられていた状況
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たい。なぜなら、姫君の元に道頼がいることによって、それまでの縫製行為とは様子が異なる点が三つ見られるからである。　
まず一つ目が、縫製行為を逆手にとって継母を困らせよ
うとする考え方が提示されることである。 は
・憎し。な縫ひたまひそ。今少し、あらだてて惑はし
たまへ（巻一、三三段）
・なほ縫ひさして臥し て、北の方 例の腹立
たまへ（巻一、三七段）
・いかにぞ。昨夜の縫ひさ 物は。腹まだ立ち出でず
や。いと聞かまほしくこそ（巻一、三九段）
といったように、縫製行為を行わないことによって継母を困らせてやれ、怒らせてやれ いった言葉をかけてい 。これまでは一方的に虐待されてきた姫君であるが、ここではじめて縫製行為によって継母を困らせようとする考え方が提示さ るのである。結局姫君は道頼の言う通りにはせず、継母の言いつけを守って最後まで装束を仕立て上げが、この、縫製行為を行わないことで継母が怒る、もしくは困るといった考えは、第三節で確認したように姫君が救出された後に縫い手がおらず困り果てる中納言邸の様子への伏線となって るのではないだろうか。　
二つ目が、誰かに指示を出す姫君の様子が描かれている
ことである。以下に該当箇所を引用する。
割だった縫製行為が、なぜプラスの役割に転じたのだろうか。転じるきっかけはあったのだろうか。このことについては、従来の研究では問題とされていないが、姫君救出前の道頼の行為が深く関わっているのではないだろうか。以下、救出前の場面に戻って考えてみたい。　
姫君救出前で、道頼が縫製行為に関わっているのが、蔵
人の少将の衣装を縫う一連の話 ある（巻一、三二段～巻一、三九段） 。この話には特に縫製行為の描写が集中しており、また、男性である道頼が手伝 たり、継母が手伝を寄越したりといった、他 部分では見られない ある。　
もちろんここでも、継母からの縫物の強制や縫えなかっ
た時に罰するという考えが描かれ おり、虐待 要素がないわけではない。さらに、継母だけでなく中納言も「まづ外の物をしたまひて、 ここのをおろかに思ひたまへ 」 （巻一、三三段） 、 「かばかり急ぐに、外 物を縫ひて、ここの物に手触れざらむや、何の心ぞ」 （巻一、三四段）などと発言している。　
このような虐待に関する描写は、中納言邸に姫君がまだ
いる状況なので納得できる。姫君にも、 れまで通り体調がすぐれないにも関わらず継母の言いつけを守ろうとする様子が読み取れる。　
しかし、前述した に、本稿では道頼の存在に着目し
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とである。以下に該当箇所を引用する。
…下襲は縫ひ出でて、 〈袍折らむ〉とて、 「いかで、あこぎ起こさむ」とのたまへば、少将、 「ひかへむ」とのたまへば、女君、 「見苦しからむ」とのたまへど、几帳を外のかたに立てて、起き出で 「なほひかへさせたまへ。いみじき物師ぞ。まろは」とて、向ひて折らせたまふ。いとつれなげなるものから、心し ひの用意すぎて、いとさかしらがなり 女君 笑ふ笑ふ折る。 … （巻一、三七段）
　
ここでは、熊坂氏〔熊坂二〇〇三〕も指摘しているよう
に、道頼の愛情が示されている。道頼が姫君の縫物の手伝いを進んで行い、道頼と姫君との距離が縮まっていく。その手伝う道頼の様子を見た継母が「かくばかり添ひゐて、めめしくもろともにするは、 おぼろけの志には らじ」 （巻一、三七段）と述べており、道頼の見目の良さ 加えて、その愛情が深 のであることに驚いている。継母 「めめしく」などと発言している は 縫製行為 女性の行うものであったからである 思われる
（７）
。加えて、中納言
邸では避けられていたことも踏まえ、男である道頼 自分たちの避ける縫製行為を手伝うということの異常さに、継母は「物縫ひのこともおぼえず」 （巻一、三七段）驚いたのだろう。　
道頼に救出される前に描かれたこの話では、縫製行為は
（イ）
北の方、 〈多くの物どもを、一人はあり、腹立たし
からむ。え一人は縫ひ出でじ〉と思ひて、少納言とて、かたへなる人の清げなる、 「行きて、 もろともに縫へ」とて、 おこせたれば、 来て いづこをか縫ひはべらむ。などか御とのごもりにける。さばかり『おそからむものぞ』 聞こえたまふも を」と言へば、 「心地のあしければなむ。
（ロ）
その縫ひさしたるは襞前縫ひたま
へ
」と言へば、取り寄せて縫ひて、 「なほよろしうは
起きさせたまへ。ここの襞おぼえはべらず」と言へば、「今、しばし、教へて縫はせむ」とて、からうじて、起きてゐざり出でたり （巻一、三五段）
　
姫君の体調が優れなかったことに加え、道頼は一つ目で
確認したように姫君への虐待をよく思っておらず、あえて縫製行為をしないように促していた。このようなことから縫い物が遅れがちになり、継母は傍線イのように判断し手伝いとして少納言を寄越す。その少納言に対し、姫君は傍線ロの指示を出 ているのである。これまで虐待され、ひたすら指示された縫い物 するしかなかった姫君が、縫製行為に関して誰かに指示を出す は物語中 が初めてである。このことは、第三節で述べた 、後に中納言邸から救い出され、一族の一員として裁縫の采配を任されるようにな 姫君 姿へとつながるのではないだろう 。　
三つ目が、縫製行為を手伝う道頼の姿が描かれているこ
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出前においては主として虐待という面から描かれているが、姫君救出後においては姫君の価値を高め、幸福にするものであると同時に、中納言邸の人々を苦しめるものとしても描かれている。これは、縫製行為が実用的な仕事として重んじられる側面と、避けられ嫌われる仕事 側面 二つの側面を持っている とに起因していた。　
しかし、注目すべきは、姫君救出後に顕在化する縫製行
為のプラスの側面は、救出前においても既に伏線として示されていたということである。そこには道頼の言動が大きく関わっていると考えら る。　
道頼が縫製行為に関わる話では、他の部分には見られな
い点が三つ見られた。まず第一に 縫製行為 よっ 継母を困らせようとする考え方が提示され こ である。これは、姫君救出後に中納言邸が縫い手の不在で困り果てる様子につながっている。第二に、誰かに指示を出す姫君の様子が描かれて ることである。これは、救出後に一族の一員として指示する立場を任 姫君の姿の伏線といえる。第三に、縫製行為を手伝う道頼の姿が描かれていることある。これは、救出後の生活が道頼からの愛情に満ちた幸福なものとなることを予感させる。　
これらは、いずれも道頼の言動に端を発している。この
ように、姫君救出後に顕在化する縫製行為のプラスの側面は、道頼の関与を鍵として示されているのである。
継母からの虐待だけでなく今後の中納言邸の苦難や、姫君の幸福の伏線としての意味を色濃く持っている。一つ目の縫製行為によって継母を困らせようとする考え方が提示されることは、縫わなかったら継母が困るであろうことをここで想像させ、姫君が去ったのちに実際に縫い手がおらず苦労するという中納言邸の描写の伏線となっている。二つ目の誰かに指示を出す の様子が描かれていることは、姫君が初めて縫製行為に関して指示を出す描写によって、救出後に裁縫の采配を任され、指示する立場となることを暗示している。三つ目の縫製行為を手伝う道頼 姿が描かれているということは、道頼の並々ならぬ愛情を示すことで、救出後の生活 幸福なも であることを確信させる写であろう。草子地 おいて 縫製行為を行う姫君の手つきが「いと白うをかしげなり」 （巻一、三六段）と肯定的に描かれていることにも注 しておきたい。　
この伏線のいずれにおいても道頼の関与が鍵を握ってお
り、この場面での道頼の登場は、伏線を導く めに不可欠であったということを改めて確認 ておきたい。中納言邸での縫製行為 、道頼と う普段と違う要素が加わることで、縫製行為の役割にも変化が生じているのである。
五、おわりに
　
このように、 『落窪物語』における縫製行為は、姫君救
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（４）畑氏や熊坂氏の研究にも言及がある〔畑二〇〇三〕 〔熊坂
二〇〇三〕 。
（５）誠実さを表す用例ではないが、 「 〈 《女はかくまめなるもの
を引き出でける》と、契りを結ぶ〉と聞こえむは」 （巻三、二八段）という用例が一例見られる。
（６）ちなみに、縫製行為の場合とはやや意味合いを異にするが、
箏の琴の才についても伏線が認められる。姫君が継母の子の三郎君に箏 琴 教えるという描写があるが（巻一、二段） 、この三郎君は、後 あこぎからの依頼を受け、幽閉された姫君に強飯を届けたり（巻一、四四段） 、文を届け といった活躍（巻二、二段）をする。箏の琴を教えた描写は姫君が三郎君からの手助けを得るための伏線だったと考えられ 。
（７）畑氏は「縫製は女性にのみ、みとめられる性差の行為で
ある」 〔畑二〇〇三〕と述べてい
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